
　伊達正宗に支えた名将・片倉小十郎の末裔邦憲主従 67人は、明治 4年、

最月寒川流域に入植、短期間で住まいを完成させた。その働きぶりに感心

した岩村通俊開拓使判官は、その地を「白石村」と命名した。また、白石

村から分かれた 241 人は手稲を開墾した。
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